
(1)第 67号 能古博物館だより 2012年 (平成24年)10月

見える手■輝物館

稼
青年座女優不二子像・50号  多 々羅義雄 (1894～ 1968)

能

古

出

身

の

画

家

『
多

々

羅

義

雄

作

品

展

』

洋
画
家
多
々
羅
義
雄
の
本
館
所
蔵
作
品
を

展
示
す
る
特
別
企
画
展
で
す
。

館
だ
よ
り
創
刊

号
（平
成
元
年
９
月
発
行
）
を
飾
っ
た
谷
回
冶
達

氏
（現
・
田
川
市
美
術
館
長
）
の
寄
稿
の
一
部
を

掲
載
し
、

本
展
の
紹
介
と
い
た
し
ま
す
。

能
古
島
生
ま
れ
の
洋
画
家
多
々
羅
義
雄
に
つ

い
て
福
岡
市
で
は
意
外
に
知
る
人
が
少
な
い
。

一

つ
に
は
地
道
な
画
業
で
あ
っ
た
た
め
、

ま
た
一
つ

に
は
ず
っ
と
東
京
に
住
み
、

そ
の
上
、

画
家
と
し

て
の
盛
期
が
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
と
重
な
っ
て
、

郷
上
福
岡
で
盛
大
に
画
業
を
披
露
す
る
機
会
が

乏
し
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
と
思
う
。

昭
和
四
十
三
年
（１
９
６
８
）
十
二
月
、

多
々

羅
は
七
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
九
年
後
、

折
か
ら
建
設
準
備
中
の
福
岡
市
美
術
館
が
プ
レ

・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
と
し
て
、

生
涯
の
作
品
か

ら
六
十
余
点
を
選
び
、

渡
辺
通
り
の
秀
巧
社
ホ

ー
ル
で
遺
作
展
を
開
催
し
た
が
、

そ
れ
が
多
々

羅
の
郷
土
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
大
規
模

な
展
観
と
な
っ
た
。

私
は
最
晩
年
の
多
々
羅
に
一
度
会
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

昭
和
四
十
一
年
秋
、

旧
福
岡
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
前
に
あ
っ
た

新
天
町
画
廊
の
主
人

豊
原
が
案
内
し
て
西

日
本
新
聞
社
を
訪
問

さ
れ
た
。

私
は
当
時
、

理
事
長
兼
館
長
　
ル
拌
　
わ
踏

同
社
文
化
部
に
勤
務
し
駆
け
出
し
の
美
術
記
者

で
そ
の
応
対
に
出
た
。

「
こ
れ
か
ら
八
女
の
坂
本
繁
二
郎
先
生
に
お

目
に
か
か
り
に
行
く
」
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

多

々
羅
は
既
に
大
平
洋
美
術
会
を
退
き
、

昭
和
二

十
七
年
に
自
ら
組
織
し
た
光
陽
会
の
会
長
で
あ

り
、

豊
原
は
そ
の
会
員
だ
っ
た
。

多
々
羅
の
作
品
を
見
る
と
細
部
に
こ
だ
わ
ら

ぬ
大
ら
か
な
構
図
が
印
象
的
で
、

能
古
島
の
汚

れ
を
知
ら
ぬ
清
ら
か
さ
や
の
ど
か
さ
が
連
想
さ

せ
ら
れ
る
。

人
物
も
風
景
も
、

苦
渋
や
激
情
を
感
じ
さ
せ

ぬ
抑
制
し
た
描
法
で
、

そ
の
点
、

穏
和
で
地
味
な

抑
制
し
た
画
風
を
思
わ
せ
る
の
だ
が
、

ふ
と
そ

の
色
彩
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
。

緑
、

赤
が
要
席
さ
れ
、

時
に
大
き
な
色
面
を
な

し
、

濃
く
深
い
色
調
に
な
っ
て
も
濁
る
こ
と
な

く
、

ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
あ
た
た
か
く
鮮
や
か

な
き
ら
め
き
を
持
っ
て
い
る
。

黄
色
を
含
め
そ
れ

ら
の
原
色
が
支
え
あ
っ
て
画
面
を
豊
か
に
満
た

し
て
い
る
。

そ
の
色
彩
の
深
み
の
底
に
、

少
年
の
日
青
木

繁
に
点
火
さ
れ
た
妖
し
い
芸
術
の
業
火
が
燃
え

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

☆
特
別
企
画
展
『多
々
羅
義
雄
作
品
展
』
開
催
中

☆
‐２
月
１６
日
（日
）
ま
で
。

原 寛
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開
館
以
来
の
大
型
展
示

本
館
所
蔵
の
油
彩
約
１
０
０
点
、

デ
ッ
サ
ン
約
聞
点
、

デ
ツ
サ
ン
騒
約
３０
冊
の
作
品
群
の
中
か
ら
、

５０
号
か
ら
総
号

ま
で
の
油
彩
２６
点
（海
、

島
、

肖
像
、

裸
婦
、

白
画
像
、

母
像
な

ど
）
の
ほ
か
デ
ッ
サ
ン
４
点
を
選
ん
で
展
ホ
。

多
々
維
が
学
ん

だ
東
京
の
大
平
洋
美
術
研
究
所
の
先
報
坂
本
繁
二
郎
像
（４

号
）も
あ
る
。

関
連
資
料
も
豊
信
に
展
示
し
た
。

母
た
ま
（慶
応
２
年
生

ま
れ
・
―ｌｒｉ
和
３
年
３
月
Ｈ
Ｈ
没
）
が
次
男
の
義
雄
へ
絆
き

送
っ
た
毛
竿
の
手
紙
＝
大
離
２
年
（１
９
藍
３
）
１
月
２
日

付
け
＝
は
、
８
年
態
に
よ
京
し
た
義
雄
癒
新
年
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、

竹
川
の
学
資
１６
門
の
送
金
を
伝
え
る
内
容
。

親
心

を
切
々
と
訴
え
て
統
ま
せ
る
。

「金
子
（き
ん
す
）
十
六
円
今
日
送
り
候
　
比
年
公
７
年
）
も

せ
い
だ
し
て
べ
ん
き
ょ
う
な
さ
れ
度
（た
く
）

い
の
り
上
（あ

げ
）
候
‥
…
」

た
ま
は
、

外
田
航
路
の
事
務
長
だ
っ

た
大
と
平
く
死
別
。

女
子
一
つ
で
男
の

子
３
人
を
育
て
た
。

後
に
送
金
は
１８

門
に
嬢
緩
さ
れ
る
か
崇

隣
治
４３
年
（１

９
１
０
）
木
か
ら
大

ｌｌｉ
７
年
（１
９
１

８
）
ま
で
の
約
８
年
―ｌｉｌ
、

毎
月
送
金
し

た
。義

雄
の
ア
ト
リ
議
の
雰
涯
気
を
伝
え

る
イ
ー
ゼ
ル
や
椅
ｒ
、

大
規
の
道
共
締

↑撲
に
大
正
２
年
５
月
附
Ｈ
と
雅
キ
き
）

は
２
鍛
の
納
窓
付
近
に
展
ボ
じ
熊
。

玉
、
愈
騰
の
ケ
ー
ス
ね
に
統
べ
た
残
麗

の
パ
レ
ッ
ト
、

絵
共
箱
、

ス
ケ
ッ
チ
帳
、

絵
牛
、

ベ
ン
、

ハ
サ
ミ
、

ち
び
た
鈴
竿
な

ど
は
、

没
後
４４
年
を
経
て
な
お
、

多
脅

羅
画
倫
の
患
遣
い
を
伝
え
る
よ
う
だ
。

腔
ボ
品
は
す
べ
て
ご
遺
族
の
行
岬

か
寄
託
に
よ
る
も
の
で
、

別
鮒
の
１
、

２
階
を
全
て
使
っ
た
大
が
か
り
な
震

示
は
、

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
の
開

館
以
来
、

初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

セ
海
」

母たまの手紙(巻き紙・縦17.5ヨン
、横65掌ン

)

21歳 の頃、日暮里のアトリエにて

母。たま像

富士山坂本繁二郎像工場風景・ボイラー
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地
域
史
研
究
と
は
、

と
ど
の
つ
ま
り
、
「だ
れ
が
」、
「い
つ
」
、

「ど
こ
で
」、
「何
を
し
た
か
」、
そ
の
結
果
千ど
の
よ
う
な
」地
域

社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
テ」
の
う
ち
、
「だ
れ
」
に
つ
い
て
は
、

藩
士
・

武
土
階
級
の
場
合
は
公
の
記
録
も
多
く
残
っ
て
い
る
が
、

庶

民
の
場
合
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
「能
古
だ
よ
り
」

第
６６
号
で
紹
介
し
た
土
地
売
買
譲
文
・質
入
れ
証
文
だ
け

で
、

１０
名
近
い
庶
民
が
登
場
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

石
橋
家
文
書
は
庶
民

の
「だ
れ
が
」、
「い
つ
」、
「ど
こ
で
」
、
「何
を
し
た
か
」な
ど
の
ほ

か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
世
雅
や
物
価
な
ど
、

臨
域
社
会
の
あ

り
よ
う
に
ま
つ
わ
る
問
題
に
光
を
当
て
る
も
の
と
し
て
価
値

が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、

福
岡
藩
陰
土
二
心
摩
・早
良
郡
役
所

管
轄
肉
で
は
、

土簿
本
家
文
書
、

浜
家
文
書
な
ど
が
残
っ
て
い

て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
解
読
作
業
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
か
ら
、

石

橋
家
文
書
と
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

姪
浜
（瞬
福
岡

市
西
区
）
に
限
ら
ず
旧
糸
島
郡
全
部
は
現
福
岡
市
西
丞
）
を

含
め
た
地
域
の
様
子
が
わ
か
っ
て
く
る
だ
ろ
＞乳

さ
て
、

本
稿
で
は
、

前
コ
に
引
き
続
き
家
屋
敷
な
ど
の

売
買
を
扱
う
が
、

今
回
は
少
々
ク
セ
の
あ
る
売
買
を
紹
介

し
よ
う
。

や
や
こ
し
い
家
屋
敷
の
売
買

文
書
番
号
２０
１
１
の
文
書
は
、

天
保
路
年
（１
８
４
３
）

卵
‐２
屋
に
安
美
底
九
右
衛
門
、

平
二
が
家
屋
敷
を
石
橋
善

二
郎
企房
種
）、蓄
五
郎
（後
の
石
橋
善
左
衛
関
一房
重
）親
子
に

D

売
つ
た
と
き
の
証
文
で
あ
る
が
、

標
記
は

「私
抱
横
婚
家
屋
敷
永
代
相
伝
売
渡
申
証
文
之
事
」

と
な
っ
て
い
て
、売

渡
の
理
由
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
す」
の
点
は

苅
号
食
能
古
だ
よ
り
」
６６
号
）
で
紹
介
し
た
質
入
れ
証
文
、

売

渡
証
文
と
は
異
な
る
。

標
記
の
次
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

売

渡
金
額
で
あ
る
が
、

「
一、
六
拾
文
銭
四
貫
目

右
は
寛
政
九
巳
年
両
家
屋
敷
蔵
と
共
に
書
入
証
文
前
を

之
内
弐
貫
ロ
ハ
五
ケ
年
払
入
」、

「
【
岡
二
百
四
拾
目

右
は
金
住
屋
江
横
町
家
屋
敷
書
入
証
文
請
返
金
三
両
代
」

写
真
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な

っ
て
い
る

「右
之
儀
当
用
御
出
財
之
処
相
違
無
御
座
候
　
然
処
此
簾

依
仕
組
遂
熟
談
本
町
通
り
家
屋
舗
御
緩
め
被
下
其
上
土
蔵

ハ
勿
論
横
町
分
屋
舗
軒
帳
面
之
内
南
側
式
間
余
通
り
御
弛

め
被
下
候
付
表
通
り
之
一桑
に
相
加
江
己
来
私
支
配
二
可
仕

候
　
尤
土
蔵
ハ
別
段
代
金
二
売
渡
申
候
二
付
則
段
証
文
御
渡

申
候
　
然
ル
ニ
是
ま
で
数
年
来
証
文
差
入
等
閑
（な
お
ざ

り
）
に
仕
居
申
候
処
批
締
樫
能
（ほ
ど
よ
く
）御
納
得
被
下
御

陰
を
以
事
々
相
片
付
け
辱
く
候
　
左
篠
ハ
バ
横
町
養
五
間
壱

尺
五
寸
裏
横
同
断
入
拾
間
三
尺
飽
節
貴
殿
方
へ
永
代
に
相

渡
申
候
二
待
己
来
家
共
に
御
支
配
可
成
る
候
　
尤
去
る
丑

冬
よ
り
高
須
吉
十
郎
様
よ
り
借
家
賃
為
見
合
ハ
金
子
四
両

群
借
仕
層
申
候
に
付
借
家
賃
立
用
に
て
発
利
相
済
候
上
は

御
同
人
糠
御
在
宿
之
処
ハ
御
弛
免
被
る
下
根
辱
可
被
成
候

乍
併
地
節
証
文
相
改
御
渡
申
候
上
来
辰
年
よ
り
貴
殿
方
御

支
配
之
処
ハ
穫
選
無
御
座
候
　
然
共
全
文
二
講
ケ
合
相
記

置
き
然
ル
上
ハ
此
先
一族
ハ
勿
論
他
方
よ
り
決
而
相
障
申
者

無
御
座
候
　
右
二
債
書
売
仕
組
相
整
　
彼
是
為
念
請
人
相

立
置
候
て
猶
又
町
役
人
衆
奥
判
申
請
相
渡
上
は
毛
頭
相
違

無
御
座
候
　
為
後
年
永
代
売
渡
証
文
如
件
」

と
な
っ
て
い
る
。

売
買
さ
れ
る
の
は
本
町
通
り
に
あ
る
装
日
５
間
監
尺
５

寸
、

一異
横
は
表
田
と
同
じ
、

入
（奥
行
き
）
１０
間
３
尺
の
屋
敷

（土
抱
面
積
約
５５
解
）
で
あ
る
こ
と
、

家
が
１
軒
と
蔵
が
１
軒

建
っ
て
い
る
が
、

蔵
は
別
代
金
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

担
当
に
入
っ
て
い
る
屋
敷
で
あ
る
か
ら
、

暖
代
に
置

き
代
え
て
も
厄
介
な
買
い
物
で
あ
る
。
し
か
も
、

担
保
と
し
て

差
出
し
て
い
る
屋
敷
を
高
須
吉
十
郎
な
る
人
物
に
貸
し
て
い

て
、

家
賃
と
し
て
四
両
拝
借
し
て
い
る
の
で
（家
賃
を
前
払
い

し
て
貰
っ
て
い
る
の
で
）
、

そ
の
部
分
を
完
全
に
支
配
で
き
る

の
は
（自
由
に
取
扱
え
る
の
は
）、
来
年
（辰
年
）
に
な
り
ま
す

と
あ
り
、

提
当
に
や
や
こ
し
い
家
屋
敷
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
売
買
の
請
入
（侯
議
人
）
は
大
神
息
大
、

中
年
中
＝
注

１
＝
で
あ
り
、

ま
た
、

奥
暉
は
旦
過
町
組
頭
＝
注
２
＝
孫
太
郎
、

始
甥
鸞
マ
乙
争
貧

卸
貌
焼
区
神
競

売
買

の
約

４５
年

前

の
話
が
持
ち

塵
さ
れ
て
い
て
、

レ
角
蛍
紳
杓
…

サ

，

こ
嘱
「ツ

　

く
あ
り
げ

で
あ

／

緑
と
い
苺
！　

い
と
売
れ
な
い
屋

敷
ら
し
く
、

や
や
こ
し
い
売
買
に
な
り
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ

る
。

実
際
、

本
文
は
、



2012年 (平成24年)10月 (41能古博物館だより

同
助
役
源
助
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、

天
保
３
年
（１
８
３
２
）

辰
１２
月
の
家
屋
敷
永
代
売
渡
証
文
（石
橋
家
文
書
１２
）
で
は
、

旦
過
町
組
頭
は
こ
こ
で
の
売
り
手
で
あ
る
九
右
衛
門
、

助
役

は
孫
太
郎
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

約
Ю
年
の
間
に
九
布
衛

門
は
引
退
し
、

孫
太
郎
が
助
役
か
ら
績
頭
に
昇
格
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、

家
屋
敷
の
場
所
は
「本
町
通
り
」と
な
っ
て
い
る
が
、

当
時
の
姪
浜
に
は
本
町
ま
た
は
本
町
通
り
と
い
う
正
式
の
町

名
は
見
当
た
ら
な
い
。

他
方
、

先
号
で
述
べ
た
様
に
、

家
屋
敷

の
売
買
で
は
奥
印
を
捺
す
の
は
、

家
屋
敷
の
あ
る
町
の
組
頭

の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

売
買
さ
れ
た
の
は
上
過
町
の
旧
唐
津

街
道
に
面
し
た
家
屋
敷
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
＞乳

ど
う
で
も
よ
い
人
物
で
は
あ
る
が
‥
‥
‥

家
屋
敷
の
売
買
と
い
う
本
筋
か
ら
は
離
れ
る
が
、
す」
の
文

書
か
ら
わ
か
る
面
白
い
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、

高
須
吉
十
郎
と

い
う
、

苫
字
を
名
乗
る
資
格
の
あ
る
人
物
が
、福

岡
市
中
で
は

な
く
郡
部
の
姪
浜
で
借
家
住
ま
い
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

平
民
で
苗
字
を
許
さ
れ
る
ほ
ど
の
者
な
ら
ば
住
む
家
く
ら
い

は
持
っ
て
い
る
筈
で
、情

家
住
ま
い
を
す
る
こ
と
は
な
か
ろ
＞乳

す
る
と
、

一品
須
な
る
人
物
は
お
そ
ら
く
武
士
で
あ
ろ
う

が
、

い
か
な
る
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
「大
体
み
」と

い
う
出
勤
停
止
処
分
中
か
？
　
他
藩
か
ら
来
た
浪
人
者
か
？

そ
う
な
ら
、
ど
う
や
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
の
か
？
　
は

た
ま
た
、

福
岡
市
中
に
限
ら
ず
、
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
に
家
族

と
住
み
な
が
ら
、

お
妾
さ
ん
で
も
囲
っ
た
か
？
　
お
妾
さ
ん

は
平
民
で
も
囲
え
る
し
…
・。
４
両
（約
８０
万
円
―
）も
家
賃
を

前
払
い
す
る
く
ら
い
だ
か
ら
結
構
お
金
は
あ
る
ら
し
い

等
々
。

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
事
は
、

お
金
の
か
か
ら
な
い

楽
し
み
で
あ
り
、

通
度
の
「頭
の
体
操
」
に
は
な
る
が
、
く
だ
ら

な
い
ア
レ
ビ
時
代
劇
の
見
過
ぎ
の
せ
い
で
想
像
が
品
位
を
欠

き
、

ひ
い
て
は
「能
古
だ
よ
り
」
の
評
判
を
落
と
す
事
に
な
る

と
い
け
な
い
の
で
、
す」
れ
以
上
の
詮
索
は
や
め
た
が
よ
さ
そ
う

だ
。

所
詮
、

大
し
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

１
両
イ
コ
ー
ル
６
８
０
０
文

と
こ
ろ
で
、

見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ア」
の
証
文
に
は

大
変
重
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、

売
買
価
格
に

関
す
る
記
述
の
第
２
段
で
あ
る
。

即
ち
、

六
十
文
銭
三
百
四

拾
目
が
三
両
に
相
当
す
る
と
い
う
の
は
、

今
後
「文
」
と
「両
」

の
換
算
の
際
に
役
立
つ
ず
」
の
換
算
率
に
よ
る
と
、
１
両
が
６

貫
８
百
目
（６
８
０
０
文
）に
な
る
が
、

実
は
、
フこれ
は
他
の
文

書
で
使
わ
れ
て
い
る
換
算
率
と
全
く
同
じ
で
、

天
保
の
頃
、

少

な
く
と
も
福
岡
藩
西
部
で
は
、
力」
れ
が
市
場
レ
ー
ト
だ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、

筆
者
は
１
文
を
現
在
の
３０
円
、

１
両
を
２０
万
円
と
し
て
計
算
す
る
事
が
多
い
が
、
ア」
の
換
算

率
で
大
き
な
矛
盾
は
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
＞乳

利
子
が
積
も
っ
た
？

こ
こ
で
、

明
ら
か
に
な
っ
た
、

文
と
両
の
間
の
換
算
率
、

そ
れ

ら
の
現
代
価
格
へ
の
換
算
基
準
を
も
と
に
、

改
め
て
今
回
の

家
屋
敷
の
売
買
価
格
を
見
て
み
よ
う
。

そ
う
す
る
と
担
保
に

差
出
し
て
い
る
物
件
を
高
須
な
る
人
物
に
貸
し
、
し
か
も
家

賃
を
前
払
い
し
て
貰
っ
て
い
る
な
ん
て
こ
と
は
、
「や
や
こ
し

い
」
の
う
ち
に
入
ら
な
い
く
ら
い
の
複
雑
な
状
態
に
た
ち
至
っ

て
い
る
事
が
浮
か
び
止
が
っ
て
く
る
。

ま
ず
、

家
屋
敷
の
売
買
価
格
は
、

６０
文
銭
４
貿
目
で
あ
る

か
ら
、

約
７
２
０
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
前
号

で
紹
介
し
た
文
化
９
年
（１
８
１
２
）
、

弘
化
５
年
（１
８
４

８
）
に
行
わ
れ
た
家
屋
敷
の
売
買
の
と
き
の
価
格
の
ナ
ン
ト

８
～
１０
倍
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

い
か
に
家
屋
敷
の
立
地
条

件
が
違
う
と
い
っ
て
も
、

姪
浜
と
い
う
狭
い
地
域
で
こ
れ
だ
け

の
差
が
あ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

だ
と
す
る
と
、
ア」
の
大
き

な
差
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
疑
間
に
対
す
る
答
の
鍵
は
、

冒
頭
前
段
の
「寛
政
九
巳

年
（１
７
９
７
）両
家
騰
敷
蔵
と
共
に
書
入
証
文
」
に
あ
る
ら

し
い
。

つ
ま
り
、

４５
年
ほ
ど
前
、

借
金
の
担
保
に
入
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

利
子
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
利
子

が
積
も
り
に
積
も
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

土日
は

一
般
的
に
利
子
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

仮
に
年
１
割
５

分
単
利
と
し
て
も
、

４５
年
間
で
は
利
子
分
だ
け
で
、

元
金
の

７
倍
近
く
に
な
る
。

勿
論
、

４５
年
間
を
通
じ
て
で
は
な
く
、

た

と
え
ば
終
り
の
２０
年
間
だ
け
が
利
子
が
払
わ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
利
子
が
か

さ
ん
だ
ら
し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
状
態
で
、

家
屋

敷
の
所
有
権
を
動
か
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
テ旨
」
に

書
か
れ
て
い
る
６０
文
銭
４
賞
目
と
い
う
価
格
に
は
、

利
子
分

が
含
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

従
っ
て
、

買
っ
た
方
か
ら
す

れ
ば
、

そ
れ
ま
で
払
わ
れ
な

　

写
首
爾

か
っ
た
利
子
分
を
含
め
て
買

収
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ン」
の

売
買
で
は
現
金
は
あ
ま
り

動
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
の
が
筆
者
の
想
像

で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
安

美
屋
は
担
保
を
取
り
上
げ
ら

れ
る
だ
け
で
、

困
っ
た
状
態
に

落
ち
入
る
に
違
い
な
い
し
、

安

美
屋
側
は
現
金
が
必
要
ら
し

い
の
で
、

あ
る
程
度
の
現
金
が

渡
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
の
が
、
「右
之
肉
弐
貫
目

ハ
五
ケ
年
払
入
」
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
ア」
の
家
屋

敷
の
売
買
は
、

数
１０
年
来
の

懸
案
を
一
挙
に
解
決
し
よ
う

と
い
？
も
の
で
、石

橋
家
側
ダ

損
を
覚
悟
で
帳
簿
上
の
整
理

を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

河

ィ

‐
，

ｈ

‐４

的

ゴゴ
 降倉を決

登 7

協時
転
耕
武
猛
将

「＝

一気
ｉ
名
　
程
輪
鮮
■

り

う
，
次
「
―
ナ

斎

給
そ
↑
―

とヽ
一
十

享

へ
ろ
密

や

を

，律

芹

Ｔ

甘
舟
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蔵
は
別
日

さ
て
、

以
上
の
売
買
で
別
日
と
さ
れ
た
蔵
で
あ
る
が
、

そ
の

と
き
の
永
代
売
渡
し
証
文
も
保
存
さ
れ
て
い
る
（石
橋
家
文

書
２０
１
２
、

写
真
２
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、

蔵
の
大
き
さ
は
表
躍

２
間
半
、

奥
行
き
３
間
半
で
、

代
金
は
正
金
１５
両
と
あ
る
。

蔵

と
い
え
ば
物
品
を
保
管
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、

保
管

出
来
る
量
、
し
た
が
っ
て
蔵
肉
部
の
高
さ
も
代
金
を
き
め
る

重
要
な
条
件
と
思
わ
れ
る
が
、

何
し
ろ
「ほ
ら
、

あ
そ
こ
の
蔵

で
す
よ
拡
で
す
む
時
代
で
あ
り
、
す」
の
程
度
の
条
件
記
述
で
よ

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

代
金
の
拡
金
１５
面
は
現
在
の
約
３
０

０
万
円
に
植
当
す
る
が
、

当
時
と
し
て
も
そ
れ
な
り
の
買
い

物
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、

蔵
と
云
え
ば
、

裕
福
な
調
家
の
裏
庭
に
デ
ン
と

建
っ
て
い
て
、

蔵
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
物
は
売
り
買
い
さ
れ
て

も
、

蔵
自
体
は
お
よ
そ
売
買
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な

即
象
が
あ
る
が
、

考
え
て
み
れ
ば
（考
え
な
く
て
も
？
）、
栄
枯

盛
衰
世
の
習
い
で
、

蔵
が
売
買
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

井
戸
・軒
下
売
り
ま
す

蔵
の
売
買
と
い
う
比
較
的
珍
し
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
の

で
、

つ
い
で
に
面
麹
い
売
買
を
二
つ
紹
介
し
よ
う
。

そ
の
第
一
は
井
戸
の
売
買
で
あ
る
。

石
橋
家
文
書
３０
１
１

は
、

嘉
永
元
年
（１
８
４
８
）申
１２
月
、

阿
ミ
屋
市
平
が
、石

橋

善
三
郎
全房
種
）、善
五
郎
（後
の
石
橋
善
左
衛
門
一房
重
）親
子

に
石
井
戸
（枠
が
石
で
出
来
た
井
戸
）
を
１
両
（約
２０
万
円
）

で
売
っ
た
と
き
の
請
取
り
証
文
で
あ
る
（写
真
３
）
。

請
人
は

日
明
し
の
清
苦
が
つ
と
め
て
い
る
。奥

判
は
な
い
。

「石
橋
善
二
郎
様
所
有
地
の
裏
に
石
井
戸
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
残
渡
し
、代

わ
り
に
次
の
西
年
奉
ま
で
に
自
分
企
里
半
）

所
有
地
の
裏
に
瓦
井
戸
（瓦
屋
横
つ
き
井
戸
か
？
）を
掘
っ
て

も
ら
え
る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
主
旨
の
文
書

で
あ
る
。

２０
万
円
出
し
て
石
井
戸
を
買
い
、

さ
ら
に
瓦
井
戸
を

Э

提
供
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、石

橋
親
子
に
取
っ
て
は
、

井
戸
を

二
つ
買
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、

そ
の
程
度
の
余
裕
は
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

あ
と

一
つ
は
、

士冗
主
・

買
主
・請
人
す
べ
て
同
じ

組
合
せ
で
、
「永
代
売
渡

証
文
之
事
只
石
橋
家
文

書
３‐
）
で

「
玉
横
婚
貴
殿
方
支
配

家
隣
二
相
添
居
申
候
屋

下
通
り
建
込
分

玉
当
春
拙
者
表
工
瓦

井
戸
堀
立
約
定
之
事
」

と
な
っ
て
い
る
。
テ」
の
証

文
は
嘉
永
２
年

（
１
８

４
９
）
酉
正
月
付
け
で
、

代
金
は
１
繭
２
歩
（分
）

（約
３０
万
円
）
と
な
っ
て

い
る
。

第

１
項

目

に
あ

る

「屋
下
」
と
い
う
の
は
軒
下
の
こ
と
で
、

建
物
の
軒
が
善
二
郎
・

善
五
郎
親
子
側
に
出
て
い
る
が
、

軒
下
の
通
り
道
に
な
っ
て
い

る
分
を
買
い
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
の
幼
少
の
こ

ろ
は
、

あ
る
区
画
の
内
側
に
あ
る
他
家
の
私
有
地
を
通
っ
て

反
対
側
の
通
り
に
出
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る

（運
が
悪
い
と
、
「人
の
う
ち
バ
通
っ
ち
ゃ
イ
カ
ン
ー
」
と
ど
な

ら
れ
、

逃
げ
る
事
も
あ
っ
た
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ンサ
」
に
出
て

く
る
軒
下
の
通
り
も
、

お
そ
ら
く
私
有
地
な
が
ら
、

近
隣
の

者
が
自
由
に
通
り
抜
け
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？

軒
下
を
通
る
側
か
ら
す
れ
ば
、

そ
こ
は
誰
の
所
有
で
あ
っ
て

も
構
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
す」
の
場
合
は
石
橋
家
の
所
有
に
す

る
の
が
自
然
で
あ
り
、

実
際
に
そ
う
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
＞乳

第
２
項
目
は
上
の
文
書
（石
橋
家
文
書
３０
１
１
）に
つ
な
が

る
話
を
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
３
件
は
権
互
に
関
係
が
あ
り
、

売
買
は
天
保
１４
年

（１
８
４
３
）
か
ら
嘉
永
２
年
（１
８
４
９
）
ま
で
足
謝
け
７

年
に
お
よ
ん
で
い
る
。

そ
の
間
に
売
り
手
側
で
は
九
右
衛
門

か
ら
市
平
へ
代
替
わ
り
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、

市
平

が
差
出
し
た
証
文
で
は
、

屋
号
が
踏
ミ
屋
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
文
書
２０
１
１
に
出
て
く
る
安
美
屋
と
岡
じ
で
あ
る
事

は
云
う
ま
で
も
な
い
。
ラこ
の
屋
号
に
つ
い
て
は
、

安
美
屋
、

阿
ミ

屋
だ
け
で
は
な
く
網
屋
と
書
い
た
も
の
も
あ
り
、

お
そ
ら
く

網
屋
が
本
当
で
、

あ
と
は
当
て
字
と
思
わ
れ
る
。

江
戸
時
代
の

文
書
に
は
良
く
あ
る
例
で
、

名
前
に
関
し
て
は
昔
の
人
は
現

代
入
よ
り
は
は
る
か
に
お
お
ら
か
で
あ
つ
た
ら
し
い
。

あ
る
い

は
、当

て
字
を
使
う
様
な
「遊
び
心
」が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
？

な
お
、

網
屋
は
姪
浜
浦
（援
福
岡
市
西
区
姪
浜
３
丁
目
の

北
寄
り
の
地
域
）
に
あ
っ
て
、

姓
は
西
島
（西
鴨
）
、

代
々
網
元

と
し
て
姫
ら
れ
た
家
で
あ
る
。

注
１
、
「中
年
」
と
い
う
役
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

よ
く
は
わ
か

ら
な
い
。が

」存
知
の
方
に
教
え
を
乞
い
た
い
。

濃
２
、

組
頭
は
、

名
主
、

百
嬢
代
と
と
も
に
地
方
三
役
（じ
か

た
さ
ん
や
く
）
と
い
わ
れ
る
役
職
の
ひ
と
つ
で
、

名
主

（底
屋
、肝

薫
）を
補
依
す
る
の
が
役
日
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、

実
際
の
あ
り
方
に
は
地
域
差
が

あ
る
ば
か
り
だ
け
で
な
く
、

同
一地
域
内
で
も
村
ご
と

に
職
務
内
容
が
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

石
橋
家

文
書
で
は
、

旦
過
聴
組
頭
や
下
野
間
町
組
頭
な
ど
の

一眉
書
き
が
使
わ
れ
て
い
て
、

そ
の
選
出
単
位
が
姪
浜
村

で
は
な
く
、

村
内
の
町
が
単
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

た
だ
し
、
テ」れ
も
村
の
大
き
さ
や
村
内
の
人

口
分
布
に
も
よ
る
だ
ろ
う
か
ら
、

一朋
に
は
一一百
え
な
い
。

ｌｔ
い
し
ば
し

よ
し
ひ
ろ
・福
岡
県
立
修
猷
館
、

東
大
院
卒

・名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
・理
学
博
士
＝
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２
枚
の
用
額
（複
写
）、
一堂
に
展
示

亀
井
南
冥
と

一
門
の
業
績
を
称
え
る
第
１
展
示
室
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
で
、

最
後
の
大
仕
事
に
な
っ
た
の
は
、

２
枚
２
用
額
の
コ
ピ
ー
制
作
だ
っ
た
。

東
学
問
所

「
修
猷

館
」
２
用
額
は
測
高
校

（福
岡
市
早
良
区
西
新
）
の
正
面

玄
関
に
飾
ら
れ
、

西
学
問
所

”
甘
実
館
転
２
届
額
は
九
州

大
学

（福
岡
市
東
区
箱
崎
）
が
長
年
保
有
し
て
い
る
。

ま

ず
九
大
か
ら
電
子
デ
ー
タ
を
借
用
し
て
実
物
大

の
コ

ピ
ー
を
業
者
に
委
話
し
た
。

一
方
、
「修
猷
館
」
の
作
業
は
７
月
２３
日
（月
）、
岡
高
校
の

総
括
教
顕
菊
池
有
先
生
立
ち
会
い
の
も
と
、

玄
関
の
壁
面
か

ら
一痛
額
を
下
し
、

会
議
鏡
で
撮
影
す
る
大
が
か
り
な
作
業
に

な
っ
た
――
族
の
写
真
２
枚
――
。

天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
に
同
時
開
校
し
た
両
学
問
所

の
明
暗
は
、

つ
と
に
有
名
だ
が
、

亀
井
南
冥
が
初
代
館
長

を
務
め
た
甘
柴
館
は
わ
ず
か
Ｍ
年
で
閉
校
の
憂
き
目
に

あ
っ
た
。
し
か
し
修
猷
館
は
明
治
維
新
の
ピ
ン
チ
を
乗
り

越
え
、

現
在
は
男
女
共
学
の
福
岡
県
立
高
校
と
し
て
、

そ

の
歴
史
的
な
存
在
感
は
際
立
っ
て
い
る
。

室
内
で
の
撮
影
は
約
１
時
間
に
及
び
、

一用
額
表
面
を
覆

う
フ
ィ
ル
ム
の
反
射
光
線
を
押
え
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
撮
影
、

な
ん
と
か
満
足
で
き
る
も
の
に
仕
上

が
っ
た
。

か
く
し
て
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
東
西
学
問
所
２
用

額
は
、
２
２
８
年
間
の
時
蜜
を
越
え
、

コ
ピ
ー
な
が
ら
初

め
て
一
堂
に
会
し
た
＝
写
真
止
旧
。

。国
内
活
動
強
化
　
ス
ー
ダ
ン
と
東
日
本

つ
な
ぐ

２
０
１
１
年
１
月
、

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
を
受

け
た
「
ロ
シ
ナ
Ｙ
ア
ス
只
北
九
州
市
小
倉
北
区
・川
原
尚

行
理
事
長
）
の
２
０
１
１
年
度
の
活
動
ぶ
り
を
伝
え
る

年
次
報
告
書
が
届
い
た
。

一番
の
特
徴
は
東
日
本
大
震
災

の
政
援
・復
興
協
力
事
業
に
取
り
組
み
、

従
来
の
ア
フ
リ

カ
・
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
活
動
に
加
え
、

国
内
活
動
を
強

化
し
た
こ
と
。

報
告
書
の
表
紙
を
「閑
上
（ゆ
り
あ
げ
▼

ス
ー
ダ
ン
大
運
動
会
只
７
月
３
日
・宮
城
県
名
取
市
閑

上
）
で
飾
り
、

ス
ー
ダ
ン
か
ら
招
い
た
子
ど
も
と
被
災
地

の
子
ど
も
が
手
を
つ
な
い
で
「か
け
ョ
苫
す
る
姿
を
大
き

く
伝
え
、両

国
間
の
交
流
事
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
２
０
１
１
年
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
３‐
日
ま
で
の
年
度
収
支
報
告
書
に
よ
る
と
、

当
期
の
収
入
は
１
億
３
千
八
百
万
余
円
。
ア」
の
う
ち
の
約

６０
群
を
寄
付
金
収
入
（８
千
２
百
万
余
円
）
が
占
め
た
。

こ
れ
に
対
し
支
出
は
９
千
９
百
万
余
円
。

内
訳
は
海

外
活
動
費
４
千
７
百
万
余
円
に
対
し
国
内
活
動
費
５
千

百
万
余
円
。

国
内
が
海
外
を
上
回
っ
た
。

収
入
と
の
収
支

差
額
４
千
１
百
万
余
円
に
、

前
期
か
ら
の
繰
越
収
支
差

額
１
憶
余
円
な
ど
を
加
え
、

計
１
億
４
千
２
百
万
余
円

を
２
０
１
２
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
ロ
シ
ナ
と
ア
ス
は
「認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は

寄
付
収
入
に
対
す
る
事
業
費
比
率
が
７０
群
以
上
と
い
う

審
査
基
準
が
あ
り
、

今
回
の
認
定
は
複
数
年
に
お
け
る

も

の
で
、
２
０
１

１
年
度
は
多
く
の

寄
付
金
を
頂
い
た

が
、

事
業
費
を
あ

ぇ
て
７０
爾
以
下
に

抑
え
た
」
と
説
明

し
て
い
る
。

《甘実館扁額》

公卿の伏原宣条(1720～1791)の筆。甘栄館の館名は、五

経の一つ『詩経』の「召南」の章「蔽市甘栄、勿剪勿伐(周の

召公の善政に感動して、人民は甘実の木を大事にした)」か

らとったもの。 (九州大学付属図書館付設記録資料館蔵)

《修 猷 館 扁 額 》

天明6(1786)年、当時日本を訪れていた清国の賜進士出身

の超佑の筆。修猷館の館名は、五経の一つ『尚書』の「微子

之命」の章旬「践修阪猷(祖先の聖徳を践み修める)」からと

ったもの。            (福 岡県立修猷館高等学校蔵)
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☆
玄
界
灘
☆

〔神
湊
～
大
島
航
路
〕

妹
像
市
の
大
品
は
川
阿
約
附
ま
、

人
Ｈ
約
８
０

０
人
の
島
＝
写
真
ｍ
の
速
獄
＝
で
、
「漁
業
が
路
の

熱
幹
産
業
で
す
」
と
案
内
の
パ
ン
プ
。

わ
が
能
減
路

艤
ぽ
回
姥
ゴ
だ
か
ら
大
差
な
い
。

標
高
で
は
大
島

が
御
撤
由
（
２

２
４
所
）
、

能

議
島

想
醒
望

ム
只

１

９

６

惇じ
が
巌
高
地

点
と
さ
れ
る
。

Ｊ
鼠
熊
雛

駅

で
電

車

を

降
り
、

西
鉄
バ

ス
「
神
湊

官
」

う
の
み
な
＆
）

渡
止
場
行
き
」

に
乗
る
だ
小
像
人
社
に
立
ち
行
り
約
２５
分
で
波

ｌｌｉ

場
に
活
い
た
。

片
道
２５
分
、

料
金
５
５
０
円

島
内
巡
り
は
民
宿
の
マ

イ
ク
翻
バ
ス
を
利
用
し
た
。

宗
像
入
社
は
、

大
島
に
中

沖
＝
、

女
人
禁
制
で
知
ら

れ
る
沖
ノ
島
に
沖
津
宮
を

巌
く
。

韓
濃
常
で
思
い
が
勝
な
い

資
料
に
出
会
っ
た
。

Ｈ
本
海

海
戦
の
戦
闘
状
況
を
つ
ぶ

さ
に
記
し
た
「沖
癖
麓
癒
講

抄
飯
」だ
。

段
々
た
る
砲
声
は
刻
一刻
に
激
を
加
え
‥

二
月

二
十
七
日
、

通
風
数
を
兵
霧
え
　
（
口
、

午
前

七
靖

口
十
分
販
、

依
拡
孫
八
ネ
近
予
重
迫
せ
に
も
の

の
如
に
、

（ヤ
略
）

工
午
よ
り
、

（
島

の
う
た
に
塚

り
、

之
力
ぶ
ん
に
円
直
ゆ
。

（ヤ
略
）

炊

々
た
る
た
カ

ぼ
刻

｛
刻
に
欣
予
わ
た
、

尺
之
た
め
に
父
け
、

た
坐
ユ

さ
に
継

ｔす
ん
と
す
る
ゲ
如
ｔ
。

た
煙
腹

々
、

落
上
予
お

お
い
、

円
え
胴

々
、

落
孝
ろ

に
歩
予
告

か
ｔ
、

力‘
え
マ

独
風
終
済
、

２

々
Ｆ
ｔ
マ
落
上
に
吠
ゆ
。

（ヤ
略
）

午

枚
二
靖
、

わ
ゲ
舷
藤
ほ
法
予
症
に
、

於
松
ぼ
オ
衡
予
務

じ

マ
逸

ム

せ

ん

ど

に
、

わ

れ

ま

た

こ

れ

予

さ

たヽ

ざ
ら
ん
せ
す
。

（枚
略
）

膜
議
は
沖
ノ
島
底
か
た

■
典
、

ル小
像
繁
丸

の
雑
。

「望
楼
」
と
し
き
り
に
連
絡

を
と
り
、

電
話
で
情
報
を

交
換
す
る
様
子
が
読
み
取

れ
る
。
＾
本十

九
日
に
は
「我

１１…
大
勝
利
の
報
を
伝
う
。

一

問
万
歳
稜
一
本明

す
。

」
触
ゎ

大
路
に
は
戦
前
に
築
い
た
「砲
台
跡
」
＝
年
其
④
＝
が
あ

る
。

バ
ス
を
運
転
す
る
若
者
は
「ぼ
あ
ち
や
ん
な
義
が
小
学

生
の
頃
、

建
設
用
の
小
石
を
か
つ
ぎ
あ
げ
た
そ
う
で
す
」
と

話
し
た
。

対
馬
海
峡
は
歴
史
の
宝
庫

池
田
を
開
く
と
、

ロ
シ
ア
艦
隊
が
運
追
し
よ
う
と
し
た
対

馬
海
峡
は
束
シ
ナ
海
と
Ｈ
本
海
を
分
け
る
狭
い
水
道
で
、

朝

鮮
半
島
と
Ｈ
本
を
結
ぶ
海
Ｌ
交
通
の
要
路
。

古
代
か
ら
林

ん
に
利
用
さ
れ
た
〃腰

党
の
宝
庫
〃
な
の
で
あ
る
。

地
元
も

「沖
ノ
躍
を
世
界
避
産
に
」
と
運
動
中
だ
。

能
市
博
物
館
は
、

開
館
郷
川
年
を
機
に
、

耀
ボ
の
主
要
な

柱
に
「鮮
多
湾
物
耐
」
を
冊
え
た
が
、
ナ」
れ
を
さ
ら
に
充
実
、

拡
充
す
る
ヒ
ン
ト
が
、

対
馬
海
畿
拒
は
あ
る
よ
う
に
思
え

た
。

（編
集
部
）

カメラスケッチ宗
像
競
常
大
路
航
路
横
１

お
し
ま
只
片
道
５
５
０
円
）

＝
写
真
０
＝
に
乗
っ
て
約
拓

分
．

大
晶
議
の
渡
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
は
ま
だ
様
し
か
っ
た
＝

写
真
０
１１
。

お
や
、

と
驚
い
た

の
は
接
岸
時
の
大
手
の
少
な

さ
。

女
畿
番
含
め
た
３
氏
譲

ど
で
、

も
や
い
を
取
り
、

ブ

リ
ッ
ジ
を
移
動
し
、

乗
船
券

を
受
け
取
っ
て
い
た
。

Ｈ
７
～
８
使
。

フ
ェ
リ
ー
「お

一　
　
　
　
評

，．璃
す
一
！
一
一‐十１‐‐‐‐‐‐ｉ‐岬
一

式
！
犠

″一
　

β煙

！一　
〇お

御 岳

大島
,

市切|   十  !

群中高:タイ
吉着てfli

沖ノ島

玄海灘

小呂島

官 岐

昆 点

|み
が

亀 島半島

帥ヤ沖。賊　　　・，

加
‰
中！，！ヤ

４
　
≡

碑　　　車一唐淳

平声
  船 激      ぃ 、
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◇
グ
ル
ー
プ
来
館
の
皆
さ
ん
◇

▽
８
月
９
日
（木
）夏
休
み
親
と
子
の
自
然
観
察
の
つ
ど
い

（柄
岡
市
立
少
年
文
化
会
館
主
催
）
――
写
真
①
ｌｌ
子
ど

も
２７
人
、

大
人

お
人

の
話

５２

ｗ

人
。
「
日
野
原

！

ホ
ー
ル
」
で
岩

■

称続鍬昭”淋
虻

後
、

標
本
作
製

方
法
を
学
び
、

昼

食

を

と

っ

一

た
。　

　
　
　
　
一

▽

８

月

２６

日

距
時玲
呼
船嬢

会

＝
写

真
②

！

――
能

古

島

内

の
高

齢

者

グ

ル
ー
プ
。

藤
瀬

！鶴
・

さ
ん
ら
２‐
人
。

『
海

の
部
慮

』

に
集
ま
っ
た
。
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
歌
只
リ
ン
ゴ
の
歌

の
メ
ス
ア
ィ
で
）
の
合
唱
で
始
ま
り
、

館
の
展
ホ
「
海
外

引
揚
げ
の
刷
憶
」
に
つ
い
て
館
側
の
話
を
聞
い
た
。

出
席

若
か
ら
「朝
鮮
半
島
へ
引
き
揚
げ
る
途
中
の
朝
鮮
人
を

乗
せ
た
船
が
島
の
東
側
で
座
礁
、

多
く
の
朝
鮮
人
が
島

に
上
陸
し
た
。
し
ば
ら
く
海
岸
で
暮
ら
し
て
い
た
。

」
と

の
新
し
い
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

▽
９
月
１
日
（土
）
引
き
揚
げ
港
・博
多
を
考
え
る
集
い
＝

写
真
③

＝
展
示
資
料
の
写
真
や
出
版
物
を
提
供
し
た

_轟増

森
下
和
子
さ
ん
（左
）
と
山
本
千
恵
子
さ
ん
（右
）
。
２
人

は
朝
鮮
半
島
か
ら
引
き
揚
げ
た
ず
」
の
Ｈ
初
め
て
館
を

訪
れ
、
「
ス
ペ
ー
ス
が
広
い
の
に
驚
い
た
。

市
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
（ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ
）
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
」

と
森
下
さ
ん
。
「引
き
揚
げ
後
の
暮
ら
し
、

国
の
対
応
に

も
視
点
を
向
け
た
」
と
い
う
館
側
の
説
明
に
う
な
ず
い

て
い
た
。

▽
９
月
５
日

（土
）
博
多
を
学
び
歩
く
会

＝
写
真
④

期

リ
ー
ダ
ー
の
入
江
さ
ん
ら
１０
人
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

ば
か
り
の
第
１
展
示
室
で
『
亀
井
南
冥
と
金
印
』
、
『
長

男
昭
陽
ら

一
門
の
業
績
』
、
『
門
下
生
広
瀬
淡
窓
』
、
『
甘

栄
館
と
修
猷
館
』
、
『唐
人
町
の
今
音
』
な
ど
を
鑑
賞
、

リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し
た
２０
代
の
学
芸
員
の
解
説
を
驚

い
た
。

▽
９
月
２‐
Ｈ
（土
）
新
老
人
の
会
鹿
児
島
支
部
＝
写
真
⑤

川
有
川
優
子
事
務
局
長
ら
７
人
。
「
２
日
間
の
旅
だ
が
、

一
番
の
目
的
は
能
古
博
物
館
の
見
学
で
す
。

」
と
う
れ
し

い
ご
挨
拶
。

そ
の
場
で
４
人
が
「友
の
会
」
に
入
会
（後
に

１
人
追
加
）。
会
員
特
典
の
入
場
料
無
料
（同
伴
者
１
人

を
含
む
）
を
早
速
活
用
し
た
。

一
行
は
「海
の
部
屋
」
や
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
か
ら
見
る
対
岸
の
景
観
に
心
を
奪
わ
れ
た

様
子
。

ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
や
展
望
台

（標
高
１
９
５

けじ
に
も
足
を
運
び
、

島
の
秋
色
を
満
喫
し
た
。

▽
９
月
２‐
日

（土
）
能
古
小
学
校
の
先
生
２
人
、

生
徒
３

人
。

島
内
の
施
設
見
学
で
。

Ｐ
綸■
の
！部
！屋
」
！！末
！！ど
ｉ
■
ぞ

木
製
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
を
飾
る
の
は
大
型
ジ
オ
ラ
マ

「博
多
湾
転。
広
々
と
し
た
な
の
彼
方
に
は
対
鮮
の
福
岡

タ
ワ
ー
や
ド
ー
ム
球
場
、

ホ
テ
ル
、

マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
‥
。

創
立
２０
周
年
調
念
事
業
の
ア
ー
マ
『博
多
湾
物
語
』

の
中
心
を
な
す
『海
の
部
屋
』
に
、

別
館
の
１
、
２
階
に

常
設
展
示
し
て
い
た
一
ヨ
ッ
ト
の
牛
島
龍
介
青
年
」
、

「海
外
引
き
揚
げ
の
記
憶
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設

け
た
。

別
館
の
ス
ペ
ー
ス
全
て
を
『多
々
羅
義
雄
作
品

腔
』
に
明
け
渡
し
た
期
間
限
定
の
処
置
。
『海
の
部
屋
』

に
ふ
さ
わ
し
い
雰
凶
気
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

▽
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
「海
の
部
屋
」
を
ご
利
用
下

さ
い
。

１０
数
人
程
度
の
集
ま
り
に
好
都
合
で
す
。

休

館
日
の
利
用
（要
ご
相
談
）
も
可
能
で
す
。

冴
閉
関
研
風
田
日
に

テ
ー
ブ
ル
の
周
り
の
１０
脚
の
騎

子
に
制
作
者
の
〃遊
び
心
″
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ

れ
は
何
で
し
ょ
う
？
　
※
正
解
は
次
号
で
。



(9)2012年 (平成24年)10月 能古博物館だより 第67号

▼
個
人
協
賛
会
員
　

島
塚
　
祐
弘

明
石

散
人
　
　
お

足
立

晴
道
　
　
の

安
藤

文
英
　
　
〔

石
野

智
恵
子
　
の

出
回

親
　
　
　
合

上
崎

典
雄
　
　
〔

上
野

道
雄

　

〔

岡
部

き
よ
み
　
あ

柏
木

重
人
　
　
か

亀
井

准
輔

　

②

　
原

寛

河
退
　
餓
夫
　
①

　
原

真
澄

久
保

千
春

　

④

　
原

礼
子

熊
谷

豪
三
　
　
①

　
藤
井

鉄
夫

毛
戸

彰
　
　
　
④
　
舟
越
　
茂
義

朔

望

　

　

　

②
　
増
田

康
治

朔

元
則

　

　

④

　
翠
川

文
子

▼
法
人
協
賛
会
員

医
療
法
人
　
笠
松
会

有
吉
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・
エ
イ
・シ
ー

医
療
法
人
社
団
江
頭
会

さ
く
ら
病
院

医
療
法
人
社
団
度
徳
会

岡
部
病
院

多
々
良
福
社
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ご
み
の
里

多
々
良
福
祉
会

た
い
よ
う
の
里

（株
）
Ｃ
Ｄ
Ｓ

医
療
法
人
恵
光
会

原
病
院

（株
）
サ
ン
コ
ー

原
学
園

原
看
護
専
門
学
校

浄
満
寺

（株
）
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
言
葉

（医
）
博
仁
会

福
岡
り
八
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（株
）
彩
苑

（株
≦
呈友
技
建
工
業

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
（株
）
Ｈ
Ｓ
Ｓ
九
州
事
業
部

（有
）
ト
ー
タ
ル
・サ
ポ
ー
ト

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（株
）
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
土
井
支
店

（敬
称
略
・順
不
同
）

▼

友
の
会
会
員

一
鬼

秀
之
助

市
丸

主
三
郎

出
光

豊

出
光

芳
秀

井
上

昭
義

稲
葉

英
彦

今
永

一成

今
村

さ
ち

石
清
水

由
紀
子

岩
本

博
秀

上
薗

幸
則

上
国

恒
久

上
回

博

上
瀧

玲
子

上
原

孝
正

上
村

八
郎

牛
島

弘
子

内
山

茂
美

内
山

節
子

宇
都
自

邦
子

内
海

長
記
子

梅
埜

國
夫

浦
田

裕

江
口

正
一

江
崎

小
二
郎

大
石

恭
仁
子

大
野

彩
子

大
木

茂

大
島

照
子

大
智

玲
子

大
庭

浩
司

大
庭

静
枝

岡
部

九
州
生

岡
本

顕
貿

小
川

誠

小
川

道
博

荻
原

美
枝
子

小
野
崎

徴

柏
木

和
子

香
月

悦
子

金
子

柳
水

嘉
村

正
子

上
治

正
子

川
田

啓
治

河
野

道
博

河
退

餓
夫

河
退

長
二

林

由
紀
子

林

昌
也

原

和
美

原

順
子

原

靖
子

原

祐

一

原
口

和
子

原
坂

泰
盛

原
田

雄
平

日
野
原

重
明

姫
野

弘
子

平
原

リ
フ

平
川

好
美

平
川

良
輔

廣
田

恵
美
子

福
井

和
子

副
島

靖
弘

福
田

殖

福
冨

節
子

福
元

征
四
郎

藤
瀬

〓
一枝
子

藤
田

信
義

藤
村

昌
弘

舟
越

茂
義

腋
津

康
幸

古
川

映
子

豊
丹
生

昌
義

星
川

満
智

堀
川

大
助

前
田

敏
也
子

員
柴

和
子

増
国

志
津
子

真
角

磨
鬼
枝

松
井

俊
規

松
岡

智
恵
子

松
熊

友
彦

松
崎

由
紀
子

松
本

美
津
子

松
村

等
彰

松
吉

千
鶴
子

的
野

恭

一

丸
山

敏
子

三
浦

佑
之

見
沢

照
栄

三
角

幸
子

味
園

弘
美

溝
口

進

②①③②①②⑥③④③②④④③④③②③④②②⑤②①③③⑩③②①②②⑥②⑬③③⑥③③④②③③④①①

関関住住図杉杉杉進自地柴柴篠篠執塩佐佐櫻坂坂榊小小小小小小児小甲黒久國久清木木城吉岸岸岸北本河

笛零倉奎雪崇曇茎昏昌
暑
貪暴昌暑穆昌雪昏魯

馨据翼賞讐富螢雇昌]縁舎暑雷雪雪昌讐塁暑器営
挙楔昌鴛堅

③⑤◎◎②④⑮①②①①④③①④②①③①①②③②⑤③①①⑥④⑤③②⑤①③①④④③③②③④①①◎③

替昌]宮雪置旨]魯暑]置骨昌昌昌畳昌昌旨:冒昌量昌暑居暑雪曾昌雪]魯言昌昌暑昌暑昌景昌暑暑昌畳
子                    子

①①④①④⑥③②①⑫⑤③⑤③③①①①①⑭④③⑬②③③③③①①①①①①②⑤②③①①③①①③④③④

⑬⑤①②③④②③④④③②⑤②②④③

石石石石石石石石池池池池有荒新秋秋赤明
橋橋橋橋橋橋川井松田田田川巻川吉山松石

亮善正延哲清経福幾昌淳修優久時包雄慶幸
介弘治枝治助子美生朗治三子義弘雄治礼

①⑮⑦③①⑫②③⑥③①⑫①①③②③③②

①①①②③⑤③②①⑤①⑥④⑮④①③②①②②⑬①①②④⑫④④②③③⑥⑥③①③③①②③③⑤④③①⑤

和脇米吉吉吉吉吉吉吉結山山山山山山山矢安安安森森森森森森杜村村目三簑三南三三

暑讐曇雪猪里民畳曇昌繰魯畳昌尻督」岩魯槍畳昌奎宮昌最攣株旨技景醤雪累魯ラ蓬昌
子  代    子      子              子   子

⑫③③②④⑥②③③⑤①①③⑬②①①②②③⑤③③③③③④③②①①⑤②②①⑥⑥②

注
＝
敬
称
略
「五
十
音
順
，

数
字
は
会
員
歴
（年
数
）
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少し急な勾配の
一般道(車通行可)

甲

鶴風庵

石橋商店

平 日 12 5 5

土曜日 1255

日・祝国 1255

蛭の浜 発 能古 発

⑤15

6 15 45
7 00 30 15 45

00 30 1 5

5

5

2 5

5

6

7 15 45 00 30
1ら 4馬 00 30

9

15 45

21

クク 045

000

⑥印は国祝日運休 2012年 8月現在

渡船場からアイランドパークヘの西鉄バス時刻表 (平成24年 8月 1日現在)

渡船場前発脩旨古学校前まで約2分)

9       10

45     30

45     30

45     30

アイランドパーク発 Gヒ古学校前まで約 3分 )

8     9     1 0     1 1     1 2

30     20      3     13     28

30     20      3     13     28

30     20      3     13     28

※ 繁忙期はバス、渡船とも臨時便が運行されます。

16    1 7     1 8

45

刀
■
　
Ｅ
Ｊ

１

０

35     45

35     45
一〇〇

18

一３８

‐７

２８

一２８

一２８

‐６

‐８

一‐８

一‐８

‐５

‐８

一‐８

一帽

‐４

‐８

一帽

一１８

帽

１８

一‐８

一‐８

日

日

国

時

　

曜

祝

平

上

国．

ン 声ヲ劇 ン轄観越圏認胡島退評秋累鴨属雪宕提ぞ缶RorttL鑑濡品著者陥n掛鮮魚程是:品

ず  夫
‐・‐  1■ |‐    |1   海 の見えるこ樽物館

|‐■
‐
   ■ 鵠も1専物鑑

|ま策路 ‐lil
ll  散 策意||!|‐

し ま |

翌夢者糞獣絶11
∴  張

箱式石棺墓

たんかずお
し桓一雄 歌碑

肇墨黒ギ
ん  昇己桃鶴甲

鶴坪型乃 ズキッチン   溜り

アクセス …

西鉄′ヽス

Ⅲ」R博多駅 博多田正面Aの りば

30 0、3 0 1、3 0 2番 能古労支問合場行 :約5 0分

=天神 三越前 lAの りば

30 0、3 0 1、3 0 2番 能苫〕受剛卦場行 iネ9 3 0分

市営地下鉄 :「姪浜駅」下車 乗り継ぎ

西鉄バス姪浜駅 】ヒ回
98番 能古渡船場行 i約12分

・タクシー i約 8分

開 館 日/毎 週 金曜 ・土曜 ・日曜と祝 日

(注)冬 季(12月～1月)は、年末年始及び展示
物入れ替えなどで長期休館を原則としていま
抗御用の場合は事前にお問い合せ願いま曳

市営渡船(フエリー
)

・姪浜一能古島間i約10分

能古島渡船場より博物館まで
・徒歩i約5分～10分
・アイランドパーク行き西鉄バス停
「能古学校前」下車、徒歩(下り坂)約3分

問含せ

姪浜旅客待合所TEL 092-881-8709

能古旅客待合所TEL 092-881-0900

開館時間/10:00～ 17:00伏館16:30まで)
※団体の場合は休館日にかかわらずご相談ください

団体20名 以上2言」引

入 館 料/大 人400円 =高校生以下無料

圏 圏IEP目

近道だが歩きにくい
く徒歩約5分)

福岡能古郵便局

甲 鶴断晶 鶴稲 計 餞累 とゃ
〒

国
渡船場前曾 ゐ暫権

餞
i .の この市

価

」
鋼甲
９

主な道路

お勧めコース①
(能古学校前バス亭から徒歩約3分)

お勧めコース②
(渡船場から徒歩約10分 )

散策路

健脚向きコース
(渡船場から徒歩約5分)

名所 旧跡

お食事、みやげ物店など

博物館案内板

バス停


